













































まった。1970 年から 2010 年までの間、フィリピンからは約 200 万人、インドからは約 140 万
人、中国からは約 120 万人、ベトナム、韓国からはそれぞれ 90 万人を超える移民がアメリカ
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サンゼルスの日系企業を会員とする羅府日本貿易懇話会は発足当時の 1961 年には会員数 48 社




























的安価で平坦な広い土地があったことである。トーランスは 1920 年代から 50 年代にかけて、
鉄鋼、石油、航空産業、発電事業などで経済的に発展したが、産業の空洞化や冷戦後の非武装
化によってその経済は徐々に縮小していった15)。日系メーカーは 1970 年代から 80 年代にか
けて落ち込んだ斜陽産業を転換させ、市に大きな収入をもたらした。たとえば、ホンダが








ガーデナ市における日系人口の割合はアメリカ本土で最大だった。1970 年代から 80 年代にか

























































































(2006 年 9 月筆者撮影)
図 5 オレンジ郡コスタメサ市のショッピングモールにある日本の古本屋チェーン店「ブックオフ｣



























系コミュニティは近年衰退が著しい。これら二つの古い日系コミュニティは 1950 年代から 60
年代にかけて再開発が行われ、その際に多くの日系企業も進出したが近年は郊外に移りつつあ
る。例えば、1960 年代からサンフランシスコ日本街にショッピングセンターなどを所有して
















































様々である。調査当時、その 3分の 2以上（27 人中 20 人）がアメリカ永住権あるいは市民権
を持っていた。そのうち 10 人がアメリカ市民権取得者で、9 人が永住権保持者、残る 1名は
アメリカ人の父親と日本人の母親の間に生まれ、生まれながらにアメリカ国籍を持っていた。
















































































































































































































































































































































H-1 B ビザを取得し二年前からサウスベイで働いている東京出身の中村香織（33 歳）は
「ビザスレイヴ」という自覚がない。7年間システム・エンジニアとして勤めた会社を退職し、
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